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大分大学医学部皮膚科学講座の酒井貴史講師、波多野豊教授、大分大学医学部薬理学講座の石

崎敏理教授、名古屋大学大学院情報学研究科複雑系科学専攻生命情報論講座の山西芳裕教授らの

研究グループの論文が、令和 7 年（2025 年）4 月 26 日に皮膚科学分野の国際英文誌である「Journal 

of Dermatological Science」に掲載されました。 

本研究グループは、数千万件に及ぶ臨床データから乾癬※1 の予防薬候補を予測し、さらに予

測された数百種類もの候補薬剤について、共通構造を AI（機械学習）によって解析することで、

乾癬に対する新たな治療標的を探索しました。 

その結果、パーキンソン病治療薬が乾癬の予防薬候補として浮上し、ドーパミン受容体の一種

である DRD2（dopamine receptor D2）が乾癬の新たな治療標的として予測されました。そし 

て、実際に DRD2 に対する作動薬を乾癬モデル動物に投与したところ、その治療効果が実証され

ました。 

今回開発された解析手法は、乾癬や皮膚疾患にとどまらず、今後、幅広い疾患への応用や、創

薬の促進につながることが期待されます。 

報道各社におかれましては、取材につきましてご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 

※1 乾癬（かんせん）：皮膚に赤く盛り上がった皮疹と白色の鱗屑（かさぶた状のもの）を

特徴とする、慢性の炎症性皮膚疾患。乾癬の有病率は人口のおよそ 0.1-1.5%で、日本の

患者数は約 43 万人との報告あり。 

 

【論文概要】 

掲載誌：Journal of Dermatological Science 

論文名：Big data-driven target identification by machine learning: DRD2 as 

a therapeutic target for psoriasis 

ビッグデータと機械学習による治療標的探索：乾癬の新たな治療標的候補 DRD2 の発見

著 者：酒井貴史、澤田隆介、一ノ瀬音葉、寺林健、波多野豊、山西芳裕、石崎敏理. 

DOI: 10.1016/j.jdermsci.2025.04.012 

URL: https://www.jdsjournal.com/article/S0923-1811(25)00068-4/fulltext 

 

【本件の配信先】 

大分県政記者クラブ、文部科学記者会、科学記者会、名古屋教育記者会 
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研究方法の概略 
  

FD
 

 


 

 


 

 
 49

49
 



 

  
 

2 

 

 

 

臨床ビッグデータとAIを活用した新たな治療薬探索技術を開発
皮膚疾患で効果を実証、幅広い病態への応用に期待 

Big data-driven target identification by machine learning: 

DRD2 as a therapeutic target for psoriasis 

 
著者：酒井貴史、澤田隆介、ーノ瀬音葉、寺林健、波多野豊、山西芳裕、石崎敏理．

掲載誌：Journal of Dermatological Science 

 
研究の背景 
 従来、疾患の治療標的の探索および創薬は、過去の科学的背景や経験に基づく医師、研究者の仮説およ

び検証（研究）に依存してきました。しかしながら、その手法には膨大な時間と費用がかかります。 

 
 今回、大分大学、名古屋大学を中心とする研究グループは、臨床ビッグデータとAIを活用した新たな

治療薬探索技術を開発し、さらに同手法を皮膚疾患に適応し、効果を実証しました。 
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本研究成果に対する皮膚科医や医学研究者（専門家）のコメント•見解 

 
• 本研究手法は極めてユニークであり、皮膚科学の枠を超えた夢のある話。 
• 既存の医薬品を活用することで、新規薬剤の開発に必要な労力やコストを大幅
に削減でき、創薬プロセスを加速させる可能性を持つ。 

• 神経伝達物質ドーパミンの受容体に作用する薬剤が皮膚疾患に有効であるとい
う発想は、従来の臨床経験からは導きにくく、斬新な視点に基づく成果。 

• 複数の病態を組み合わせた複合的解析も可能であり、病態のメカニズムを横断
的に理解するための基盤技術としての発展性がある。 

• 薬剤の予防効果と逆の結果に着目することで、薬剤が誘発•増悪させている疾
患や病態の同定にも寄与することが期待される。 

• 他疾患、他領域を含めた、今後の臨床応用や基礎研究への展開が期待される。 
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 「乾癬」とは、皮膚に赤く盛り上がった皮疹と白色の鱗屑（かさぶた状
のもの）を特徴とする、慢性の炎症性皮膚疾患です。免疫機能の異常が
病態に関与していると考えられており、比較的多くの患者が存在します 
（乾癬の有病率は人口のおよそ0．1-1．5％で、日本の患者数は約43万人
との報告あり）。 

 
 予測された疾患治療標的：DRD2の作動薬を、乾癬マウスモデルに投与
したところ、明らかな症状の改差が認められました。顕微鏡写真でも、
皮膚の厚さなどの改差が確認されます。 

 

今後の展望 
 今回の研究により、AIを活用した解析を通じて、「乾癬」に対する新た   
な治療標的が明らかとなりました。特に、皮膚疾患である乾癬に対して、
異なる分野（脳•神経領域）であるパーキンソン病の治療薬、ならびにド
ーパミン受容体作動薬が有効である可能性が示された点は、従来の発想で
は容易に導き出せない知見であり、臨床ビッグデータとAIを活用した手法
によって、初めて得られた成果と考えられます。 

 さらに、本研究で用いた疾患治療標的の探索手法は、乾癬や皮膚疾患に
とどまらず、今後、幅広い疾患への応用や創薬の促進、さらにはこれま
で解明されてこなかった疾患病態の新たな発見につながることが期待さ
れます。実際に当研究グループは既に、この方法により乾癬以外の病態
でも治療薬候補を複数見出しています（未発表データ）。  3 
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